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別表 

No 店舗名 料理名 表示期間 表示媒体 表示内容 

1 お台場店 「鹿児島黒牛溶

岩石ステーキ」 

平成29年11月1日から

平成30年8月13日まで 

宴会用 

メニュー 

 

「【富士】～「和牛」「寿司」「天

ぷら」和食を愉しむ宴～」と称す

るコース料理の一品目として「鹿

児島県 鹿児島黒牛溶岩石ステ

ーキ」と記載。 

2 お台場店 「鹿児島黒牛ス

テーキ」 

平成29年11月1日から

平成30年8月13日まで 

宴会用 

メニュー 

 

「【煌】～鹿児島黒牛ステーキと

雲丹の石焼飯を食す宴～」と称す

るコース料理の一品目として「鹿

児島県 鹿児島黒牛ステーキ」と

記載。 

（以上を「牛肉を使用する料理」という。） 

3 お台場店 「響喜豚ロース

炙り」 

平成 29年 1月 1日から

平成30年5月23日まで 

共通グランド

メニュー 

 

「≪群馬県林牧場 響喜豚≫」と

記載した上で、「響喜豚ロース炙

り」と記載。 

4 お台場店 「響喜豚骨付き

ロース炙り」 

平成 29年 1月 1日から

平成30年5月23日まで 

共通グランド

メニュー 

 

「≪群馬県林牧場 響喜豚≫」と

記載した上で、「響喜豚骨付きロ

ース炙り」と記載。 

5 お台場店 「響喜豚のポッ

サム」 

平成 29年 1月 1日から

平成30年5月23日まで 

共通グランド

メニュー 

 

「≪群馬県林牧場 響喜豚≫」と

記載した上で、「響喜豚のポッサ

ム」と記載。 

6 お台場店 「響喜豚とゴー

ヤのチャンプル」 

平成 29年 6月 6日から

同年 9月 25日まで 

日替わりメニ

ュー 

 

「≪豚≫ 群馬県 林牧場 『響

喜豚』」と記載した上で、「響喜豚

とゴーヤのチャンプル」と記載。 

7 お台場店 「響喜豚 ロー

ストポーク」 

平成 29年 6月 6日から

同年 9月 25日まで 

日替わりメニ

ュー 

 

「≪豚≫ 群馬県 林牧場 『響

喜豚』」と記載した上で、「響喜豚 

ローストポーク」と記載。 

8 お台場店 「響喜豚の蒸篭

蒸し」 

平成 29年 1月 1日から

同年 2月 28日まで 

「宴会の献

立」と称する

宴会用メニュ

ー 

 

「燦」と称するコース料理の一品

目として、「群馬県 『林牧場』」

と記載した上で、「響喜豚と庄内

産ノーザンルビー（じゃが芋）の

蒸篭蒸し」と記載。 
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9 お台場店 「響喜豚肩ロー

スの鉄板焼き」 

平成 29年 3月 1日から

平成30年5月31日まで 

「宴会の献

立」と称する

宴会用メニュ

ー 

 

「燦」と称するコース料理の一品

目として、「群馬県 『林牧場』」

と記載した上で、「響喜豚肩ロー

スと〔春キャベツ／ズッキーニ／

庄内野菜／オレンジ白菜※〕の鉄

板焼き」と記載。※季節により野

菜が変更 

（以上を「豚肉を使用する料理」という。） 

10 お台場店 「比内地鶏 地

卵の卵焼き」 

平成 29年 7月 1日から

平成30年8月13日まで 

共通グランド

メニュー 

 

「比内地鶏 地卵の卵焼き」と記

載。 

（以上を「卵を使用する料理」という。） 

11 お台場店 「山形牛スジと

九条葱の牛ぺい

焼き」 

平成 29年 1月 1日から

平成30年8月13日まで 

共通グランド

メニュー 

 

「山形牛スジと九条葱の牛ぺい

焼き」と記載。 

12 お台場店 「京鴨と九条葱

の巻き揚げ」 

平成30年1月16日から

同年 3月 14日まで 

共通季節メニ

ュー 

 

「京鴨と九条葱の巻き揚げ」と記

載。 

（以上を「ねぎを使用する料理」という。） 

※表示例については別添資料参照 
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